
はじめに
三浦（２０１４，２０１５，２０１７）の観察記録（１），

（２），（３）に続き島根県内において採集した植物に

ついて染色体数を報告する．

今回は８種の染色体について報告する．

材料と方法
染色体観察を行った植物は野外から採集し，宍

道湖グリーンパーク内において，栽培用ビニール

ポットに移植し，栽培した．そして，染色体の観

察方法は，三浦（２０１４）と同様に行った．染色体

数を明らかにした個体は標本として，ホシザキ野

生生物研究所に保存する．

結果と考察
Liliaceae

ヤマジノホトトギス Tricyrtis affinis Makino

染色体数：２n＝２６（図１A）

採集地：雲南市木次町山方ふるさと尺の内公園裏

山林

これまで２n＝２６が報告されており（篠遠・吉

川，１９３２；佐藤，１９３７；Satô，１９３９；中村，１９６８；

高橋，１９８０；西川，１９８５a），この報告の中には北海

道産苫小牧市産および群馬県尾瀬産の報告が含ま

れている．島根県においてもこれまでの報告と一

致していた．

Papaveraceae

クサノオウ Chelidonium majus L. subsp. asiaticum

H.Hara

染色体数：２n＝１０（図１B）

採集地：雲南市木次町山方ふるさと尺の内公園裏

山林

これまで北海道産の個体で２n＝１０が報告されて

いる（長尾・酒井，１９３７；長尾・眞島，１９４３，Na-

gao and Masima，１９４３；西川，１９８５b）．島根県に
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おいてもこれまでの報告と一致していた．

Solanaceae

ヒヨドリジョウゴ Solanum lyratum Thunb.

染色体数：２n＝２４（図１C）

採集地：雲南市木次町山方ふるさと尺の内公園裏

山林

これまでに日本国内において花粉母細胞の観察

によって n＝１２が報告されている（Tokunaga，

１９３４）．今回観察した個体は根端分裂組織で２n＝２４

を観察した．

Campanulaceae

ホタルブクロ Campanula punctata Lam. var. punc-

tata

染色体数：２n＝３４（Fig.１D）

採集地：雲南市木次町山方ふるさと尺の内公園裏

山林

これまで国内では２n＝３４が報告されている（荒

野・斉藤，１９７４）．島根県においてもこれまでの報

告と一致していた．

ツルニンジン Codonopsis lanceolata（Siebold et

Zucc.）Trautv.

染色体数：２n＝１６（図１E）

採集地：雲南市木次町山方ふるさと尺の内公園裏

山林

これまでに国内（北海道，群馬，東京）におい

て２n＝１６が報告されている（荒野・斉藤，１９７４；

西川，１９８５a）．今回観察した個体も２n＝１６であっ

た．

Caprifoliaceae

ツルカノコソウ Valeriana flaccidissima Maxim.

染色体数：２n＝１６（図１F）

採集地：雲南市木次町山方ふるさと尺の内公園裏

山林

これまでにMatsuura and Sutô（１９３５）が国内

（神奈川県鎌倉市）において２n＝１６を報告してい

る．今回観察した個体も同様に２n＝１６であった．

Araliaceae

タカノツメ Gamblea innovans（Siebold et Zucc.）

C.B.Shang, Lowry et Frodin

染色体数２n＝４８（図１G）

採集地：雲南市木次町山方ふるさと尺の内公園裏

山林

ウコギ科ウコギ属に関してはこれまでに国内の

９種（オニウコギ，ウラジロウコギ，ウラゲウコ

ギ，オカウコギ，コシアブラ，エゾウコギ，ヒメ

ウコギ，ヤマウコギ，ミヤマウコギ）が川谷・大

野（１９７１）によって，染色体数２n＝４８を報告して

いるが，タカノツメに関しては初めての報告と

なる．

Apiaceae

ノダケ Angelica decursiva（Miq.）Franch. et Sav.

染色体数２n＝２２（図１H）

採集地：雲南市木次町山方ふるさと尺の内公園裏

山林

これまでに国内（群馬，長野，京都，高知，福

岡）で２n＝２２が報告されている（唐沢・箕作，１９５３；

荒野・斉藤，１９７５；秦野ほか，１９７５；岡崎・阪

田，１９９５）．島根県においてもこれまでの報告と一

致した．
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図１ 島根県産植物の染色体画像．A；ヤマジノホトトギス Tricyrtis affinis２n＝２６，B；クサノオウ Chelidonium ma-
jus subsp. asiaticum２n＝１０，C；ヒヨドリジョウゴ Solanum lyratum２n＝２４，D；ホタルブクロ Campanula punctata
var. punctata２n＝３４，E；ツルニンジン Codonopsis lanceolata２n＝１６，F；ツルカノコソウ Valeriana flaccidissima２n
＝１６，G；タカノツメ Gamblea innovans２n＝４８，H；ノダケ Angelica decursiva２n＝２２．スケールバーはすべて５μm．
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Appendix. Chromosome number and collection localyties of studied taxa in Shimane Prefecture

Chromosome
Taxon Family Collection locality number（２n）

Tricyrtis affinis Liliaceae Un−nan City, Kisuki−cho, Shakunouchi−park ２６

Chelidonium majus subsp. asiaticum Papaveraceae Un−nan City, Kisuki−cho, Shakunouchi−park １０

Solanum lyratum Solanaceae Un−nan City, Kisuki−cho, Shakunouchi−park ２４

Campanula punctata var. punctata Campanulaceae Un−nan City, Kisuki−cho, Shakunouchi−park ３４

Codonopsis lanceolata Campanulaceae Un−nan City, Kisuki−cho, Shakunouchi−park １６

Valeriana flaccidissima Caprifoliaceae Un−nan City, Kisuki−cho, Shakunouchi−park １６

Gamblea innovans Araliaceae Un−nan City, Kisuki−cho, Shakunouchi−park ４８

Angelica decursiva Apiaceae Un−nan City, Kisuki−cho, Shakunouchi−park ２２
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